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・個々の入居者のADLに合わせたリハビリ（脳トレ、体力向上のための運動）をケアカンファで協議し、スタッフが毎
日課題として取組んでいる。→その結果、体力の向上、維持という効果に加え、ホームの雰囲気が明るく、活気ある
ものとなっている。
・環境整備の一環として、玄関前を四季の花々で飾り、入居者、家族、来訪者また地域の方に喜んで貰っている。
・毎月のレクリエーションに多くの家族を招き、その様子を「はなまる便り」で伝え、信頼関係の構築に努めている。
＜地域との交流＞
・地域の方の傾聴ボランティアを受け入れ、遠足等外出の際には車椅子介助のボランティアを依頼している。
・管理者が曽根神幸祭（市無形文化財）の山笠保存会のメンバーとなったり、また28年度から開始された地域の年
配者が集まる月1度の「中曽根ふれあいサロン」に毎回ケアマネが参加して健康相談を実施、地域住民と交流を深
めている。その他、校区のゴルフ大会や町内の夜間パトロールに参加している。

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】
“グループホームはなまる”の玄関を開けると、管理者・看護師の方々を含め、職員皆様が温かい笑顔で出迎えて
下さった。ホームのパンフレットにも「こころ豊かなふれあいを大切にします」と書かれており、開設以来「あったかい
介護」「日常生活の中で些細な場面であったかい声かけ」を大切にされてこられた。自立支援の視点も大切に、ユ
ニット入口から続く長い直線の廊下は入居者の方々の歩行訓練が行われている。リビングの壁には見事な“ちぎり
絵”が飾られており、コロナ以前の２０１９年度まで文化祭に出展されていた。入居時に趣味や習慣、好き嫌い等を
聞き取り、ご本人が過ごしやすい環境作りに努めている。季節に応じて梅酒や干し柿作りを楽しまれ、ツワやフキの
皮むき、家族が持って来て下さる“つくしの袴（はかま）”取りをして下さる。掃除、洗濯物たたみなど、ご本人の役割
も作られており、理念の中の「自信」に繋げている。コロナ禍、長年培ってこられた地域交流の機会が減っている
が、深い絆は繋がっており、今後も協力して地域貢献を続けていく予定にしている。
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自己評価および外部評価結果

Ⅰ.理念に基づく運営

自
己

外
部

ｺﾛﾅ禍、北九州市の担当者との情報交換は増え
ている。感染対策、運営推進会議の開催方法等、
ｱﾄﾞﾊﾞｲｽを頂いたり、GH協議会の研修内容等を社
協に相談し、講師を紹介して頂いている。管理者
がGH協議会のﾌﾞﾛｯｸ長を５年務めており、先進介
護に関する相談を受けることも多い。ｹｱ現場の実
状を含め、情報交換を続けている。

運営推進会議に包括センタースタッフに参加して
いただいて、意見交換を行っていたため、現状で
も電話連絡をたびたびおこなっている。また、管
理者が福岡県グループホーム協議会のブロック
長に就いているため、市の担当者と意見交換す
る機会が多い。

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

5 （4） ○市町村との連携

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み

コロナ禍前は、偶数月にホームの現況、問
題点をテーマに開催していた。また会終了
後は簡単な懇親会を実施していたが、この1
年間は「書面会議」として開催している。直
接意見の交換ができず、残念である。

「運営推進会議」と言う名称が固い印象を持たれ
る方もおられ、当初から参加しやすい工夫を続け
てこられた。ﾎｰﾑの取り組みを理解して頂くと共
に、地域で困っている方々や熊本の震災支援等
のｻﾎﾟｰﾄも行われた。会議の中で「はなまる身体
拘束適正化委員会」を行い、意見交換している。ｺ
ﾛﾅ禍は「書面会議」になっているが、日々の交流
は続けており、今後も結束して地域貢献を続けて
いく予定である。

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

○事業所の力を活かした地域貢献 小中学生、園児をホームに招いたり、中学
生の職場体験や地域ボランティアを積極的
に受け入れ、認知症介護に対する理解を深
めてもらっている。また26年2月より、「介護
相談窓口」を開始する一方、29年度に小学
校の「福祉教育」を当ホームで行った。再開
したいと切に思う。

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

「地域で仲良く、自信と笑顔」を理念として、
地域に溶け込んだ運営に努めている。ま
た、入居者、家族はもちろん、訪問者（業者
等）にも笑顔で接する様に徹底している。

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて
活かしている

3

（1） ○理念の共有と実践1

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい

実践状況実践状況

自己評価

開設時に職員全員で考えた理念「地域で仲良く、
自信と笑顔」であり、当初から「地域」という言葉を
理念に入れていた。新人ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝの時に理念
の説明を行い、折々に理念を口に出している。職
員のﾁｰﾑﾜｰｸも良く、毎日の申し送り時に情報交
換し、楽しい生活になるように努めている。ｺﾛﾅ禍
も変わらず、毎月のお便りで家族に日々の暮らし
ぶりを報告している。

次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

積極的に地域交流を続けてこられた。地域行事と
会合に参加し、幼稚園や小学生（まち探検）、中学
校合唱部との交流（ｸﾘｽﾏｽ会等）も行われ、子ども
達が遊びに来て下さる機会もあった。ｺﾛﾅ禍も散
歩の時に挨拶し、地域の方とｺﾞﾙﾌに行き、町づく
り協議会のﾒﾝﾊﾞｰとして活動を続けている。地域
の方との食事会では、ﾎｰﾑの看護師も婦人部と一
緒に食事作りから参加されている。「町内のため
にできることは何か」を常に考えながら過ごされて
いる。

今後もコロナ禍における園児等との
交流方法（ビデオ交流等）を検討す
ると共に、小学生の登校時の見守り
活動（児童への挨拶、横断支援）を
行うなど、更なる地域交流の在り方
を検討していく予定である。

町内会に入会し、コロナ禍の前は町内の文
化祭、清掃、避難訓練、お祭り、夜間パト
ロール、神事等に参加し、地域の住民との
交流に努めていた。また地域の幼稚園、小
中学校と交流を図り、地域住民のボランティ
アを受け入れていた。



自
己

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

職員個々の意見を大切にしている。業務改
善のｱｲﾃﾞｱを出した職員には「はなまる大
賞」を授与したり、社内研修時は職員にﾃｰﾏ
を与え、当該職員が講師をしている。毎月の
ﾘｰﾀﾞｰ会議(ｹｱﾌﾟﾗﾝ会議を含む）、２月に１回
のﾐｰﾃｨﾝｸﾞと共に、毎朝の申し送りで情報交
換している。更なるﾌﾞﾗｯｼｭｱｯﾌﾟ目的で退職す
る職員もおられるが、その後、戻ってこられる
方も多い。

11 （8） ○運営に関する職員意見の反映
全体ミーティングやリーダー会議等を通じ、
管理者、ケアマネおよびスタッフ間の意見交
換を行い、運営に反映させている。また年に
一度、管理者が全スタッフの「自己評価」を
基に、個人面談を行ってる（今年度は個人
面談は基本的に中止。気になるスタッフとは
随時管理者から声掛けを行っている）。

10 （7） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
年に一度家族全員に介護サービスに対する
アンケート、家族会での意見交換を実施し、
運営に反映している（今年度は中止）。その
ほか家族とはは運営推進会議や個別に
LINEを通じて意見交換（苦情含む）を行って
いる。

ｺﾛﾅ禍も感染対策をしながら、玄関先での面
会等が行われている。毎年の家族ｱﾝｹｰﾄで
「職員の対応」「ﾎｰﾑ内の清掃」等のご意見を
頂いている。管理者から家族への声かけを
行い、回答率も上がっている。家族会LINEｸﾞ
ﾙｰﾌﾟも作り、情報交換の機会になっており、
個別の情報交換も続けている。遠足に行く時
も家族をお誘いしている。

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得 契約時や契約内容の改定時には、その内
容につき利用者、家族に口頭、文書で十分
に説明し、承諾を得ている。また法改正によ
る加算の追加等がある場合、全家族に家族
会および文書にて説明し、同意書を提出し
て頂いている。

8 （6） ○権利擁護に関する制度の理解と活用 入居時に家族状況に応じた説明をしている。
GH協議会や社内研修で権利擁護の勉強会
を行い（年１回）、職員が制度を学ぶ機会に
なっている。入居後も制度の必要性の確認を
行い、必要時は市役所に相談している。

外
部

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

所内の勉強会で職員が学ぶ機会を持つとと
もに、権利擁護のポスター、第三者委員の
連絡先を玄関に掲示している。ちなみに29
年1月に成年後見人を利用した方が初めて
入所された。

7 ○虐待の防止の徹底
研修や所内勉強会を通して、職員全体で虐
待の無い介護に取り組んでいる。「虐待の
糸口は言葉遣いから」をスタッフ間に浸透さ
せている。

管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践 ホームが交通量の多い道路に面しているた
め、安全上の観点からやむを得ず玄関、勝
手口に施錠している（ご家族には説明、了
解を得ている）。また運営推進会議のメン
バーを「はなまる身体拘束適正化委員会」と
して運営推進会議を利用して意見交換を
行っている。

日々「あったかい介護」を続けている。「身体
拘束」と「虐待」は関連性が強いと考え、ﾎｰﾑ
内研修で両者を紐づけて検討する機会が作
られている。「言葉遣い」に配慮し、ご本人の
意思決定を大切にした声かけを続けると共
に、職員個々の言動を振り返り、日々のｹｱに
繋げている。

代表者および全ての職員が「指定地域密着型サービス指
定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準
における禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解し
ており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケアに取り
組んでいる



Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

自
己

外
部

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

17 ○初期に築く本人との信頼関係 フェースシートや聞き取りで、本人はもちろ
ん、家族の希望を取り入れるよう努めてい
る。また人間関係構築のために、本人が何
と呼ばれたいか要望を聞き、呼称をきめて
いる。

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

社協、市、GH協の研修会がおおむね中止
になり、とても残念。その中で一昨年度2人、
昨年度3人が介護福祉士の資格を取得した
ことは事業所としてありがたさ、誇らしさを感
じる。社内研修は職員にテーマを与え、当
該職員を講師として実施している。

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

16 ○同業者との交流を通じた向上 管理者が福岡県GH協議会のブロック長をし
ているので、GH協の交流会や研修への参
加を促し、他のGH職員との交流の機会を
作っている。また年に一度他のGHとの「合
同運動会」を行っている（いずれも今年度は
見合わせているが）。

15 ○職員を育てる取り組み

12 ○就業環境の整備 職員間に労働条件の不公平感が出ないよう
シフト作りに留意している（ただし、様々な家
庭環境があるため、理解を得る努力は必
要）。また職員間の切磋琢磨を期待し、業務
改善のアイデアを出した職員には「はなまる
大賞」という賞を与えている。

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環
境・条件の整備に努めている

職員採用に関して、性別や年齢などを採用基準
にはしておらず、定年（65歳）後も勤務希望者は
パート職員として継続して勤務してもらっている
（現在2名）。また個々の能力に応じて、環境整備
や物品購入等の業務を分担している。将来的に
は外国人採用も視野に入れている。

法人代表者及び管理者は、職員の募集・採用にあたって
は性別や年齢等を理由に採用対象から排除しないようにし
ている。また、事業所で働く職員についても、その能力を発
揮して生き生きとして勤務し、社会参加や自己実現の権利
が十分に保障されるよう配慮している

13 （9） ○人権の尊重 面接は管理者と看護師（ｹｱﾏﾈ）で行い、「入居者
の方を大事にして頂けるかどうか」等を大切に採
用している。資格の有無は問わず、採用後に様々
な研修の機会が作られている。職員個々の能力
と特技「傾聴・ｹｰｷ作り・裁縫等」を発揮して頂き、
働きやすい職場が作られている。玄関の看板は
英語表記もしており、外国人の採用を前向きに進
めている。

「入居者の方々を大切にすること」「入居者へ
の言葉遣いに注意すること」「入居者の意思
決定を引き出すこと」など、入居者の方々の
尊厳、入居者本位の姿勢を重視している。優
しく気配りのできる職員ばかりで、日々のケ
アで実践されている。

法人代表及び管理者は、入居者に対する人権を
尊重するために、職員等に対する人権教育、啓発
活動に取り組んでいる

14 （10） ○人権教育・啓発活動 権利擁護、身体拘束や虐待の無い介護、法
令順守などの勉強会の折に、入居者の人権
に関する教育を実施している。またややもす
れば乱れたり、馴れ馴れしくなりがちな入居
者に対する言葉遣いを職員間で戒めるよう
指導している。



外
部

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

23 ○利用者同士の関係の支援 それぞれのユニットに入居者内にリーダー
的な存在がおり、まとめ役となってくれてい
る（もちろんもめごともあるがそれも生活の
一部ととらえている）。女性が多く、入浴も楽
しそうに複数で入っている。

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

22 （11） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
家族以外で趣味、信仰、昔の職場仲間の訪
問を皆さま喜ばれるので、継続した訪問を
お願いしている。ただし、入居者の認知症が
徐々に進んでいる状況に訪問を躊躇われる
ケースもある。また以前孫の結婚式にケア
マネ同伴で入居者が参列したことがあった。

コロナ以前は家族とお墓参りに行かれたり、梅見
物等も楽しまれていた。コロナ禍も近所のお友達
が来て下さり、玄関の手前から挨拶をして下さっ
ている。「人生の終末期」に入られている方もおら
れ、万全な感染対策をして馴染みの方との交流を
して頂いている。馴染みの神社を散歩し、昔話を
楽しまれたり、小さい頃、神社の楠木で遊ばれて
いた方もおられ、終末期に楠木が見える部屋に移
動して頂くことができた。

18 ○初期に築く家族等との信頼関係 家族の要望は、入居時はもちろん、当ホー
ム訪問時に聞き入れながら介護計画に導
入している。また、家族はホームに「預ける」
ということに少なからず葛藤を持って決定し
た経緯があり、そのことを忘れずに家族支
援を行っている。

サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等
が「その時」まず必要としている支援を見極め、他
のサービス利用も含めた対応に努めている

19 ○初期対応の見極めと支援 入居時に趣味、習慣、好き嫌い等を聞き取
り、居室の間取りを含め本人が過ごしやす
い環境作りに努めている。また日々の申し
送りや、担当者会議等で、現状の必要な支
援を見極め、迅速に対応している。

○本人と共に過ごし支えあう関係 日中、ほとんどの入居者はリビングですご
し、スタッフも積極的にコミュニケーションを
とるよう努めている。また、可能な方には料
理の下準備や掃除、洗濯物たたみなど、簡
単な家政を担ってもらっている。

職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

20

職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

21 ○本人を共に支えあう家族との関係

ご家族の方々は、それぞれいろいろな事情
を抱えておられるので、一律的な対応になら
ないよう、家族支援を行っている。



Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

主にケアマネが本人、家族の意向を聞き出
し、その意向を尊重しつつ、各利用者毎に
決めた担当スタッフ、リーダー、ケアマネと
いったチームでケアカンファを行い、介護計
画を作成している。

生活日誌や業務日誌等に体調変化等を記載し
ている。ADL・IADLを評価し、入居者個々に合っ
たﾘﾊﾋﾞﾘﾒﾆｭｰを考えている。入院時には「廊下
２往復」「膝の曲げ伸ばし２０回」等をPTとOTか
ら指示を頂き、退院時の介護計画に盛り込まれ
ている。脳ﾄﾚ、体力向上のための運動等もｶﾝ
ﾌｧﾚﾝｽで協議し、日々実践しており、体力の維
持向上に繋げている。料理の下ごしらえ、洗濯
物等、日々の役割作りも続けている。

開設時に他のﾎｰﾑと一緒に作成した
ｱｾｽﾒﾝﾄｼｰﾄを活用している。今後は
①ADL、IADLの「できそうなこと」をペ
ンの色を変えて〇を追加したり、②
「できない理由」「介助理由」「ご本人
の真の思い」「解決策」等を増やし、
介護計画に繋げると共に、③３表
（日課表）の一番右欄にケア時の留
意点等を記載していく予定である。

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

28 （13） ○チームでつくる介護計画とモニタリング

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

27 ○暮らしの現状の把握 日々変化していく心身状態の把握は、生活
日誌や業務日誌等に記載している。また、
各人に合ったリハビリメニューを考え、実施
している。また、パンツ、パッドも各人の特徴
に合わせたものを選択している。

本人、家族、訪問者からこれまでの生活歴
を聞き取るよう努めている。また家族の方に
は写真や思い出の品々を持参してもらうよう
要請している。

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に
努めている

26 ○これまでの暮らしの把握

25 （12） ○思いや意向の把握
飲酒や炭酸飲料等、本人の嗜好や希望を
聞きいれその人が楽しく、安心して生活出
来る様に取り組んでいる（パン、ワイン、コー
ラ、梅干し、明太等）。ただし、喫煙は火災や
他人への健康も考慮し、家族の了解のもと
遠慮してもらっている（特に問題は生じてな
い）。またスタッフが本人の要望を聞きなが
ら散髪を行っている。

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

ご本人の意思決定を大切にされている。重度
化している方もおられ、飲み物を複数記入した
用紙に、希望の物に〇をつけて頂き、名前も書
いて頂いている。記入が難しい方は職員が代
筆している。複数の“おやつ”（ﾌﾟﾘﾝ、栗饅頭、
ﾊﾞｰﾑｸｰﾍﾝ等）を準備し、選んで頂いたり、可能
な範囲、その日の洋服を選んで頂いている。昔
のｱﾙﾊﾞﾑを見ながら、戦争時代の苦労話（空
襲、引き揚げ等）を教えて頂いている。

○関係を断ち切らない取組み

退所された後はお見舞いに行く程度で、特
別なフォローはとっていない。一部の家族と
は年賀状の交換を行っている。

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

24



自
己

外
部

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関係
者との情報交換や相談に努めている。あるいは、
そうした場合に備えて病院関係者との関係づくり
を行っている。

34 ○入退院時の医療機関との協働
入院した場合は、看護スタッフが病院との連
絡を密にし、早期退院に努めている。入院
は家族の希望がない場合は、九州労災病
院or北九州総合病院を利用している。

33 ○看護職との協働
スタッフに看護師がおり、適宜適切な受診と
看護が受けられる体制を敷いている。加え
て、週1回臨時の看護職員が利用者の健康
チェックを行っている。

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援している

32 （14） ○かかりつけ医の受診支援

介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

○地域資源との協働 地域の市民センターの文化祭に作品（ちぎ
り絵）を出展したり、入居者が神事や町内清
掃、災害訓練に参加している。また町内に
住む傾聴ボランティアが不定期ではある
が、訪問してくれている。

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

31

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

30 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化 個々のレベルに合わせたリハビリやトレー
ニングを行い、また外出（散歩）、買い物と
いった、個々の希望にできるだけ対応する
様に努めている。また通販趣味の入居者に
は家族の了解のもと、基本的に自由に発注
させている（トラブル時、大変ではあるが）。

○個別の記録と実践への反映
業務日誌、生活日誌に日々の様子、気づき
を記載し、申し送り時に情報を共有してい
る。またケアカンファでの決定事項・問題点
を介護計画に反映させている。

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

29

開設時から看護師が勤務している。月２回の往診
を受け、皮膚科、泌尿器科等の定期通院は家族
が介助する。遠方や高齢の家族もおられ、その場
合は看護師・管理者が行っている。体調変化時は
症状に応じて写真を撮り、看護師と家族間で電話
（LINE）で情報交換し、主治医の指示も頂いてい
る。職員の観察力もあり、早期対応に繋げてい
る。

体調に変化があった場合は、看護スタッフを
通じて24時間体制でかかりつけ医に連絡が
とれる体制を敷いている。ただし、緊急時は
救急医療受付のある総合病院へ救急搬送
し、かかりつけ医へ事後報告を行い、その
後のバックアップにつなげている。



次のステップに向けて期待したい内容

36 ○急変や事故発生時の備え

消防署隊員の指導の下、定期的にAEDを
使った心肺蘇生の訓練を実施している。
AEDは常備している。

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

自
己

外
部

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況

35 （15） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化、看取りマニュアルを作成し、入所の
際に家族と、ホームでできること、緊急時の
体制につき事前に説明しまた家族の希望を
聞いている。また、看取りに関し、提携医の
協力を取り付けている。ケアマネージャーに
は看取りに関する研修を積極的に受講して
もらい、所内研修でスタッフにフィードバック
している。

重要事項説明書に看取りに関する内容があり、入
居時に説明して同意を得ている。ご本人・家族が
希望し、主治医が承諾した場合は、家族とｽﾀｯﾌと
共に「その人らしい暮らし」を住み慣れた場所で迎
えられるように支援している。終末期は嚥下状況
に応じて食事形態を変えたり、ﾑｰｽ食を作り、ご本
人の負担を最優先に、１時間程かけて食事介助
が行われている。終末期は協力医療機関が２４時
間体制で対応して下さり、点滴時等は訪問看護を
利用している。

重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

2019年12月6日まで（ｺﾛﾅ以前）、消防署と消防団
員（格納庫が目の前）と一緒に消火器取扱い、避
難訓練（夜間想定）、心肺蘇生訓練を行い、訓練
後にｱﾄﾞﾊﾞｲｽを頂いていた。職員も緊張感ある訓
練が行われていた。訓練時は隣のﾏﾝｼｮﾝ住民に
声かけし、自然災害ﾏﾆｭｱﾙも作成している。校区
の災害訓練や神社清掃、町内の夜間ﾊﾟﾄﾛｰﾙに参
加しており、火災時等の協力依頼をしている。災
害に備えて、懐中電灯、食料（米、味噌、調味料、
飲料水等1週間分）、おむつ類を備蓄している。

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

（16）37

今後も消防署等のアドバイスを災害
マニュアル等に一緒に保管し、訓練
時に活かすと共に、地域活動を通し
てネットワークが広がっており、非常
災害時等の連絡体制の検討を行う
予定である。

火災訓練は地元消防団、消防署の指導の
下行っている。地震、水害対策として、火災
訓練の際にスタッフに対して消防隊員から
講習を受けている。また、地域の防災訓練
（5mの津波想定）に管理者と入居者が参加
している。

○災害対策



Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている

42 （18） ○食事を楽しむことのできる支援 入居者の能力に合わせ、料理の下ごしら
え、後片付けを手伝ってもらう一方、味付け
など「おばあちゃんの知恵」を拝借する等、
料理作りに関しての触れ合いを大事にして
いる。また「ごちそうさまでした」の掛け声
に、入居者の輪番制を実施している（画一
的にならないように）。

栄養ﾊﾞﾗﾝｽを考え、ｶﾛﾘｰ計算が行われた食材が
業者から届き、嚥下状態に応じてﾎｰﾑでﾑｰｽ食等
も作られている。入居者も包丁で野菜の皮むき、ﾓ
ﾔｼの根取り等と共に、下膳、食器洗い、食器拭き
等をして下さる。季節に応じて梅酒や干し柿作りを
楽しまれ、ﾂﾜやﾌｷの皮むき、家族が持って来て下
さる“つくしの袴”取りもされている。食事の前に季
節の歌を唄われている。

○身だしなみやおしゃれの支援 生活のメリハリをつける意味でも朝夕の更
衣・整容（自らできる方、介護が必要な方含
め）に気を配り、訪問美容師による整髪を定
期的に行っている（今はスタッフが行う）。ま
た、食べこぼし等で衣服を汚した場合は、す
ぐに更衣して、洗濯をマメにするよう心掛け
ている。

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

41

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

40 ○日々のその人らしい暮らし 「利用者本位」の支援を目指しているが、時
として「業務優先」になりがちな時があり、ス
タッフ間で注意するようにしている。ただ共
同生活である以上、要望に全て応えること
は難しく、その場合はきちんと説明して納得
してもらうよう努めている。

39 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援 できるかぎり自己決定の原則で支援してい
る。例えば飲み物のサービスも画一的にな
らず、本人の希望を聞いたり、麺メニューの
時に麺が嫌いな方にはオニギリを提供して
いる。

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

38 （17） ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

スタッフの入職時に秘密保持に関する誓約
書を交わすとともに、オリエンテーションで指
導している。言葉遣いはややもすると馴れ
馴れしくなり、そのことが「虐待」の入り口と
とらえている為、職員間で戒めて相互で注
意している（毎日の「今日の目標」に取り入
れることも）。

入居者への言葉遣いを大切にされている。『言
葉遣いの乱れは「虐待」への入り口』であること
を、機会ある度に職員間で共有している。排泄
は極力ﾄｲﾚで行い、一部の方以外は、起床時、
就寝前に寝間着やﾊﾟ　ｼﾞｬﾏと普段着の更衣を
行うように声かけしている。羞恥心に配慮し、同
性介助も行われている。



毎食前にうがい、響感体操、口腔体操、歌
を取り入れ、毎食後の口腔ケアを実施して
いる。うがいができない方には歯磨きティッ
シュを使用している。夕食後は義歯をポリデ
ントにより洗浄している。

自
己

外
部

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

44

○栄養摂取や水分確保の支援
食事量や水分摂取量を毎日記録して、必要
量の確認をしている。また入居者の嚥下状
態に合わせた食事形態（ミキサー、とろみ）
にしている。

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

43

脱衣所の収納を改善したり、ｼｬﾜｰﾁｪｱも新調し
た。女性の入居者が多く、一緒に入浴される方々
もおられ、同性介助も行われている。希望に応じ
て入浴でき、夜中の２時に入浴される方もおられ
る（主治医の許可有り）。職員も浴室の物音に留
意し、他の入居者の安眠状況も確認しながら安全
な入浴に努めている。

47 （20） ○入浴を楽しむことができる支援

布の下着を着用し、排泄が自立している方もお
られる。必要に応じて事前誘導を行い、日中は
ﾄｲﾚで排泄されている。排泄が間に合った時
は、職員も嬉しく思っている。夜間のﾄｲﾚ誘導や
ﾊﾟｯﾄﾞ交換は、入居者・夜勤者双方の負担軽減
を考えながら、その時々で最適な方法を考え、
対応している。

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

45 （19） ○排泄の自立支援 各人の排泄パターンを把握して、個別にトイ
レ誘導を行い、失敗やおむつの減量に努め
ている。また、可能な限り昼間は布パンツの
着用を促しているが、尿漏れの進行した方
には布パンツにナプキンを装着している。夜
間用に3名がポータブルトイレを使用中。

個々の体質に合わせた排便コントロール
（薬、牛乳、ヤクルト、水、オリーブオイル等
による）を行っている。便秘のひどい入居者
には看護スタッフによる摘便も行う場合があ
る。

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

46

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

48

1Fと２Fで入浴日を交互にして、希望者は毎
日入れる体制にしている。時に入浴を拒む
場合もあるが、強いることなく説得に努め、
全員入浴日に入浴している（体調不良等除
く）。また、ADLに関わらず浴槽に入って湯に
つかることを基本としている。

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

○安眠や休息の支援
各人にあった休息や睡眠をとってもらってい
るが、部屋にこもりきって昼夜逆転にならな
いよう声かけをし、なるべく日中はリビング
で過ごしてもらっている。

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

49 ○服薬支援 服薬に関しては3重チェックを行い（①夜勤
者②日勤者③服薬時のスタッフ）服薬ミス
（量、種類）の防止に努めている。また飲み
こぼしを防ぐために、完全に飲込むまで確
認している。また嚥下、便秘、精神状態等看
護スタッフが医師、薬剤師と相談して服薬方
法、薬の変更等検討している。

○便秘の予防と対応



自
己

外
部

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

それぞれの能力に合わせた家政（掃除、料
理下ごしらえ）を担っていただき、またパズ
ル、ちぎり絵、手芸、歌等、それぞれの趣
味、レベルに合わせたレクリエーションによ
り気分転換を図っている。

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

50 ○役割、楽しみごとの支援

51 （21） ○日常的な外出支援
スタッフの人数の許す限り、温暖な日は交
代で散歩に出かけている。また年に数回大
型バスを借りて（市の福祉バス）、平尾台、
グリーンパーク、買い物ツアー等に出かけ
ている。またその際は家族、地元ボランティ
ア、中学生に協力してもらっている。

朝の申し送りで、その日の目標「散歩に出かけ
る等」を共有している。車いすで桜の花見をした
り、近くの神社に行かれている。ｺﾛﾅ以前は地
域のﾎﾞﾗﾝﾃｨｱや家族も一緒に「遠足」に行かれ
ており、北九州市の福祉大型ﾊﾞｽで和布刈公
園、小倉競馬場等に出かけたり、家族と一緒に
外出される方もおられた。

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

○お金の所持や使うことの支援 お金の所持は、本人と家族の承諾を得たう
えで、原則所持しないようにしている。菓子
等購入で入用な時は、ホームで建て替えて
いる。また通販を希望する入居者もいるの
で、家族の承諾のもと、自由にしていただい
ている。

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

52

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

53 ○電話や手紙の支援
家族や知り合いに電話するのは原則自由だ
が、かける際は相手先を確認している。通
販の場合はトラブルを回避するため、スピー
カーホンでかけてもらっている。

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

54 （22） ○居心地のよい共用空間づくり
玄関前、中庭や2Fのベランダに季節の花を
飾り、道行く人や訪問者および入居者の目
を楽しませている。またリビングの壁には季
節感がわかるような手作りの作品や行事の
写真を掲示し、居心地のよい空間となるよう
工夫している（幼稚園のような飾りつけは避
ける様にしている）。

2019年、機能性と明るさを意識して、ｿﾌｧｰ、ﾃｰﾌﾞ
ﾙ、椅子などを全て新調し、ｲﾍﾞﾝﾄ用の音響設備
（ｽﾋﾟｰｶｰ、ﾜｲﾔﾚｽﾏｲｸ、ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ）も整えられた。
ﾘﾋﾞﾝｸﾞの壁には、入居者の方々と作られた大きな
“ちぎり絵”があり、2019年度までは文化祭に出展
されていた。廊下の一番奥のｺｰﾅｰも外が見え、
気分転換されている。温湿度管理も徹底し、6か
所の窓を常時５cm空け、24時間の換気を行うと共
に、冷暖房で調整している。

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

55 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり リビング以外にも廊下の奥にくつろげる空間
をつくり、気の合ったもの同士で窓の外の景
色をながめながらおしゃべりができるように
している。また、気分転換の一環として、定
期的に席替えを行っている。「娯楽ルーム」
のような部屋が無いのが残念だが・・・。



自
己

外
部

自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

56 （23） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
ご家族には、使い慣れた家具や、普段使用
していた小物やアルバム、家族の写真等を
持ち込んでもらうようお願いしている。またY
さんの部屋には100歳を記念した総理大
臣、県知事、市長からの賞状を飾っている。

備え付けはﾍﾞｯﾄﾞであり、押し入れもある。ﾃﾚﾋﾞ、
家具等と共に、ご本人が作られた“手毬”も置かれ
ている。誕生日の時にﾌﾟﾚｾﾞﾝﾄする色紙、家族の
写真、遺影も飾られている。ご自分で通販で注文
したものもあり、家族に整理整頓して頂いている。
外の牡丹桜が見える部屋もあり、入居者の方々
が集って「女子会（男性も参加）」をされている。

建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

57 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり 室内は余計な家具、配線が無い様に、また
リビングは動線が確保できるよう、ソファ、車
椅子、歩行器の位置に気を配っている。長
い直線の廊下は入居者の歩行訓練を行う
為、物を置かない様にしている。



○ ○

○
○

○ ○

○ ○

○
○

○ ○

○

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～57で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

58
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：25,26,27）

1. ほぼ全ての利用者の 1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの

4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

65

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,21）

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,22）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

4. ほとんどない

60
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：40）

1. ほぼ全ての利用者が

67
3. 利用者の１/３くらいが

59
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：20,40）

1. 毎日ある

66

4. ほとんどない

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

1. ほぼ全ての利用者が

68

4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、事
業所の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている

69

4. ほとんどいない

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが

3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない
1. ほぼ全ての家族等が

2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが

4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

7063
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：32,33）

61

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う

4. ほとんどいない

62
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：51）

2. 利用者の２/３くらいが

利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：38,39）

1. ほぼ全ての利用者が

64
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：30）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない


